
◎保険業法の一部を改正する法律 
（平成一五年五月九日法律第三九号）   

一、提案理由（平成一五年四月一五日・衆議院財務金融委員会） 

○竹中国務大臣 ただいま議題となりました保険業法の一部を改正する法律案につきま

して、提案の理由及びその内容を御説明申し上げます。 

 我が国の保険業を取り巻く環境は引き続き厳しいものとなっており、各保険会社にあ

っては、競争力の強化、事業の効率化と同時に、一層の経営の健全性の確保が必要な状

況にあります。 

 このような状況のもと、保険業に対する信頼性を維持する観点から、生命保険契約者

保護のための資金援助制度の整備を行うとともに、保険会社の経営手段の多様化等を図

る観点から、保険相互会社への委員会等設置会社制度の導入、保険会社の業務範囲の見

直し等の措置を講ずるため、この法律案を提出することとした次第であります。 

 以下、この法律案の内容につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、生命保険会社が破綻した場合に生命保険契約者保護機構が行う資金援助等に

関しては、本年三月末までの破綻に対応した政府補助の特例措置が整備されておりまし

たが、現下の生命保険を取り巻く環境にかんがみ、本年四月以降三年間の破綻に対応す

るため、改めて、政府補助の特例措置を整備することとしております。 

 第二に、昨年の商法等の改正により株式会社に導入されました委員会等設置会社制度

等について相互会社にも導入することとするとともに、相互会社から株式会社への組織

変更に関する規定を見直し、組織変更に際して増資を行う場合に基金の現物出資を可能

とするなどの措置を講ずることとしております。また、保険会社の付随業務として他の

金融業を行う者の業務の代理等を規定するとともに、中間業務報告書の作成、提出の義

務づけや生命保険募集人の登録手続の見直し等の措置を講ずることとしております。 

 以上が、保険業法の一部を改正する法律案の提案理由及びその内容であります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同くださいますようお願いを申し上げます。 

二、衆議院財務金融委員長報告（平成一五年四月一五日） 

○小坂憲次君 ただいま議題となりました法律案につきまして、財務金融委員会におけ

る審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、保険業に対する信頼性を維持する観点から、生命保険契約者保護のための資

金援助制度の整備を行うとともに、保険会社の経営手段の多様化等を図るための措置を

講じようとするものであり、以下、その概要を申し上げます。 

 第一に、生命保険会社が破綻した場合に生命保険契約者保護機構が行う資金援助等に

関し、本年四月以降三年間の破綻に対応するため、改めて、政府補助の特例措置を整備

することにしております。 

 第二に、相互会社組織の保険会社につき、株式会社組織と同様、委員会等設置会社制

度等を導入するとともに、保険会社の相互会社から株式会社への組織変更の際の増資に



当たり、基金の現物出資を可能とする等の措置を講ずることにしております。 

 その他、保険会社の業務範囲の拡大等を行うことにしております。 

 本案は、去る四月一日当委員会に付託され、本日竹中国務大臣から提案理由の説明を

聴取した後、質疑を行い、質疑を終局いたしました。次いで、討論を行い、採決いたし

ましたところ、多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院財政金融委員長報告（平成一五年四月二五日） 

○柳田稔君 ただいま議題となりました法律案につきまして、委員会における審査の経

過及び結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、最近における保険業を取り巻く経済社会情勢の変化に対応し、保険業に

対する信頼性を維持するため、生命保険契約者保護のための資金援助制度の整備を行う

とともに、保険会社の経営手段の多様化等を図るため、保険相互会社への委員会等設置

会社制度の導入、保険会社の業務範囲の見直し等の措置を講ずるものであります。 

 委員会におきましては、生命保険業界の現状と将来の展望、生命保険契約者保護機構

に対する政府補助を行う際の考え方、生命保険の予定利率引下げ問題等について質疑が

行われましたが、その詳細は会議録に譲ります。 

 質疑を終了し、討論に入りましたところ、本法律案に対し、日本共産党を代表して池

田幹幸委員より反対する旨の意見が述べられました。 

 討論を終了し、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決

定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 


